
第９９６号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１４年 ９月２５日

ＮＯ ９９６

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
井原市議会９月定例会

９ 月 ２ ９ 日 に 開 会
一般質問は１０月１日～３日

９月２２日、井原市議会議会運営委員会（森下委
員長）が開かれ、井原市議会９月定例会の日程を協
議し、９月２９日に開会、１０月１７日までの１９
日間とすることを決めました。

一般質問は１０月１日～３日の３日間で１３議員
が質問することになっています。

一人でも多く議会傍聴においでください。議会日
程は２面右下にあります。以下、質問項目を質問順
にお知らせします。

坊野 公治議員
１．瀧本市長３期目の施策について

河合 謙治議員
１．防災体制の再構築について
２．公共施設の対応について

井口 勇議員
１．定住促進について

西村慎次郎議員
１．広域連携について

三宅 文雄議員
１．学力向上対策について
２．学校と地域の連携について

柳井 一徳議員
１．自主防災組織について

惣台 己吉議員
１．安全・安心で住みよいまちづくりについて

三輪 順治議員
１．市長の政治姿勢について

２．地域の医療・介護・福祉を総合的に確保するた
めのビジョンについて

上野 安是議員
１．「いばらっ子イノベーション３５推 >>>

１日の一般質問

>>>
進事業」の成果について

２．児童虐待について

藤原 浩司議員
１．認知症高齢者対策等、全般について
２．学校教育等、全般について

佐藤 豊議員
１．空き家の適正管理について
２．地域包括ケアシステム構築に向けての互助の拡

充について
３．土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域の周知対

策について
４．防犯カメラの増設について
５．ふるさと納税の現状と今後の取り組みについて

西田 久志議員
１．井原市の人口減少問題について
２．国民健康保険の安定運営について
３．井原あいあいバスの安全運行について

森本 典夫議員

１．瀧本市長の今後４年間の市政運営について

先の市長選挙が無投票当選ということもあって、
今後４年間の市政運営について、私たち市民にはほ
とんど知らされていません。

わずかその施策の一部がうかがえるのは、新聞報
道のインタビュー記事とか後援会討論資料として出
されている「新たな決意 さらなる飛躍」というパ
ンフレットに書かれた「新たな施策」の大きくは６
項目（この内２１の小項目）です。

この施策の全体像と、この小項目の中で何が重点
施策なのか、お聞かせください。

２．「土砂災害警戒区域」等に住んでいる市民の生
命を守る施策について

今年は台風や集中豪雨・ゲリラ豪雨で甚大な人的
被害と物的被害が全国に及んでいます。

最近では隣県の広島県の土石流等による被害で、
多くの犠牲者や家屋の損壊が起きました。報道によ
りますと、土砂災害警戒区域等の被害だということ
です。

そこで井原市内の土砂災害警戒区域等に何世帯の
方がお住まいなのか。そして、行政としてこの方々
の生命・財産を守る手だてをどう講じておられるの
か、その施策について詳細をお聞かせください。

２面左上へつづく

２日の一般質問

３日の一般質問



月　日 曜日 摘　　　　　　　要

9月29日 月 開　会　市長の提案説明等

３０日 火 休　　　会

10月1日 水
一般質問(坊野、河合、井口、西村、
　　　　　　三宅)の５議員

２日 木
一般質問(柳井、惣台、三輪、上野)
　　　　　　の４議員

３日 金
一般質問(藤原浩司、佐藤、西田、
　　　　　　森本)の４議員

休　　　会

６日 月

議案　審議、採決
議案（補正予算、条例等）　質疑、委員
会付託　（予算決算委員会）

７日 火
議案（平成２５年度決算）　質疑、委員
会付託

８日 水 休　　　会  （市民福祉委員会）

９日 木 休　　　会  （建設水道委員会）

１０日 金 休　　　会  （総務文教委員会）

休　　　会

１４日 火 休　　　会　（予算決算委員会）

１５日 水 休　　　会　（予算決算委員会）

１６日 木 休　　　会

１７日 金
議案（条例、補正予算、決算等）委員長
報告、審議、採決　閉　会
（議会運営委員会）

平成２６年９月市議会定例会日程

１１日～１３日

４日～５日

第９９６号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙３,４９７円 日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

１面右下よりつづく
３．難聴者にとって画期的な「コミューン」の購入

について

「コミューン（商品名）」は、難聴の方への聞こ
えを改善するスピーカーで、もっとコミュニケーショ
ンしてもらいたいという目的で開発されました。
この「コミューン」を市が購入し、必要な窓口に設
置したり、難聴の児童・生徒がいる学校に設置する
など、難聴者が補聴器をつけなくても言葉が聞き取
れ、日常会話が交わせるような環境整備をしてはど
うですか。

４．井原市福祉基金助成事業の「紙おしめ利用券」
の助成対象の拡大と助成額の増額について

井原市福祉基金助成事業で紙おしめ購入の助成を
行っています。この助成は、現在「紙おしめ」と
「尿とりパッド」の２点が助成対象になっています。
３６５日自宅で大変な介護をされている方から、
「介護をしていてこれ以外のもの（痰を取るティッ
シュ、室内で用を足すので消臭剤、大・小便を取る
容器を洗う洗剤など）が日常的に必要になる」とい
う声を聞きます。また、民生委員さんに聞いても、
「そういう声をよく聞きます」とのことです。この
ように介護していてどうしても必要なものを助成対
象として加えてはどうでしょうか。

また、助成額の拡充をしてほしいとの声も良く聞
きます。これらの介護者の声に耳を傾け実現してい
ただきたいと思いますがお考えをお聞かせください。

５．リフレッシュ公園内の芝生公園に「あずまや」
を建設することについて

リフレッシュ公園内にはところどころ「あずまや」
があります。ただ、芝生公園内には「あずまや」が
ありません。この芝生公園で子や孫が元気よく遊ん
でいるのを両親や祖父母が見守っている間、日影が
ほとんどありません。

子や孫の見守りが長時間になると夏場は暑さで特
に大変です。立派な「あずまや」でなくても良いの
ですが、暑さをしのぎながら子や孫の元気に遊ぶ姿
が見守れる「あずまや」を芝生公園内の最適な場所
に建設してはどうでしょうか。

６．「井原あいあいバス」を高齢者が利用しやすく
する工夫について

「足腰が弱くなって「井原あいあいバス」に乗る
のが大変難しいので、お金がたくさんいるけれども
仕方なくタクシーを利用している。何とかバスを利
用しやすいようにしてほしい」という高齢者の声を
よく聞きます。 >>>

>>> 「あいあいバス」利用者増を目指して、「公共
交通会議」等でも様々な検討をしています。

しかし、利用したくても乗る時点で敬遠される状
況が生まれております。このことをまず改善し、一
人でも多く利用していただくことを考えてはどうで
すか。予算はかなり掛かりますが、車両更新時に低
床バスにするということも考える必要があるのでは
ないでしょうか。

７．ＤⅠＹ型空き家改修事業補助金制度の創設につ
いて

市では人口増対策等として「空き家バンク」とい
う制度があり、現在運用されています。しかし、利
用者はあまりおられないのが実情のようであります。
そこで、国土交通省が最近進めようとしているのが、
住宅リフォームのやり方としてＤＩＹ（Ｄｏ Ｉｔ
Ｙｏｕｒｓｅｌｆ）型空き家改修事業です。

この方式は、現在の住宅リフォーム補助制度より
柔軟で新しい面も含んだ内容であります。この方式
を採り入れた新たな補助金制度を創設し、市内外に
大いに広報して一人でも多くの人が井原市に転入・
定住し、人口増につながるようにしてはどうでしょ
うか。


